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[ 1 ] 次の極限値を求めよ．
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[ 2 ] x→ 0のとき，以下を示せ．
(1) x3 + x4 = O(x3) (2)

1
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− (1− x + x2) = o(x2)

[ 3 ] 次の方程式を解け．
(1) cos−1x = tan−1 2 (2) sin−1x + 2 sin−1 1

4
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[ 4 ] 次の等式を示せ．

(1) −1 5 x < 1 のとき，sin−1x = 2 tan−1
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(2) x = 0 のとき，cos−1 1− x2

1 + x2
= 2 tan−1x

(3) x > 0 のとき，tan−1 1

x
= tan−1 1
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[ 5 ] 次の式を証明せよ．

(1) sinh−1y = log(y +
p
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[ 6 ] 次の函数の導函数を求めよ．
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[ 7 ] 次の函数の導函数を求めよ．ただし a は定数．
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[ 8 ] 次の極限値を求めよ．

(1) lim
x→0

sin−1x

sinh x
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x→0
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[ 9 ] (−∞, ∞)で定義された函数 f(x)が，すべての実数 x, y に対して，f(x+y) =

f(x) + f(y)をみたし，しかも x = 0 で連続であるとする．このとき，f(x)はすべ
ての実数 xで連続であることを示せ．

[ 10 ] (−∞, ∞)で定義された函数 f(x)が，すべての実数x, y に対して，f(x+y) =

f(x)f(y) をみたし，しかも x = 0 で連続でかつ f(0) 6= 0であるとする．このとき，
f(x)はすべての実数 xで連続であり，しかも f(x) > 0であることを示せ．

[ 11 ] f(x)は閉区間 I = [0, 1]で連続な函数で，任意のx ∈ Iに対して，0 5 f(x) 5 1

とする．このとき，f(a) = sin
πa

2
をみたす a ∈ I が少なくとも 1個存在することを

示せ．


